
組合員さんも子供たちに優しく手ほどき�

職員自らが牛肉をカットZ

子供たちによるゲーム〝えいっZ〟�

当日の目玉となった〝ビンゴゲーム〟� 青年部コーナーは、牛乳消費拡大をアピールZモデルカウ、ロール看板など極めつけはジャンボハンバーガーZ

無料で提供された牛肉を囲んで焼肉コーナーは大人気Z

牛肉が配られるのを待つ来場者� ジャガイモを選定して詰める買い物客�



　
計
根
別
農
協
で
は
、
今
年
も
旬
な
味
覚
と
豊
富
な
商
品
を
揃

え
て
、
組
合
員
さ
ん
や
地
域
の
皆
様
に
日
頃
の
感
謝
を
込
め
た

秋
の
大
収
穫
祭

”オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ア
“
を
十
月
九
日
、
農
協
裏

広
場
（
芝
生
）
に
て
盛
大
に
開
い
た
。�

　
今
年
の
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ア
は
、
当
初
よ
り
十
月
八
日
に
開
催

を
予
定
し
て
い
た
が
、
こ
の
日
は
朝
か
ら
激
し
い
雨
が
降
り
続

き
、
止
む
無
く
順
延
。
前
日
か
ら
準
備
を
進
め
て
い
た
牛
丸
焼

き
、
バ
ザ
ー
、
生
鮮
食
品
、
乳
製
品
な
ど
多
く
の
在
庫
を
抱
え

て
関
係
者
の
不
安
も
高
ま
っ
た
。
し
か
し
、
翌
日
の
開
催
に
向

け
て
改
め
て
準
備
を
再
開
。
　
　�

　
九
日
は
、
前
日
の
雨
も
嘘
の
よ
う
に
晴
れ
渡
り
、
大
勢
の
来

場
者
で
会
場
は
賑
わ
っ
た
。
会
場
で
は
、
日
用
品
、
生
鮮
食
品
、

酪
農
資
材
な
ど
が
取
り
揃
え
ら
れ
、
関
係
団
体
（
青
年
部
、
女

性
部
、
え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
な
ど
）
に
よ
る
バ
ザ
ー
や
ハ
ン
バ

ー
ガ
ー
な
ど
も
販
売
さ
れ
た
。
農
協
で
は
、
牛
丸
焼
き
や
乳
製

品
試
食
、
ゲ
ー
ム
な
ど
様
々
な
企
画
で
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ

た
。
特
に
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
三
人
が
同
時
に
”ビ
ン
ゴ
“Y

特
賞
の
商
品
券
を
巡
っ
て

”ジ
ャ
ン
ケ
ン
“
が
始
ま
る
と
、
会

場
も
緊
迫
し
た
ム
ー
ド
が
漂
い
、
緊
張
の
一
瞬
を
味
わ
っ
た
。

こ
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
に
勝
ち
、
今
年
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
制
し
た

の
は
小
西
恵
美
さ
ん
（
大
成
）。
小
西
さ
ん
は
、
十
月
二
十
九

日
に
め
で
た
く
結
婚
。
ビ
ン
ゴ
と
結
婚
で
二
重
の
喜
び
と
な
り
、

会
場
の
皆
様
か
ら
大
き
な
拍
手
で
祝
福
さ
れ
た
。�

�

雨天順延となったが、�
多くの来場者で賑わった�
雨天順延となったが、�
多くの来場者で賑わった�

今年もドリームカー参上Z

子供たちもゲームで頑張りました�

社長も搾乳体験？�

Ａコープも大繁盛Z

竹ホーキも人気を集めました�

毎年恒例の牛丸焼き〝入刀〟�

女性部のバザーは今年も大好評�

〝牛乳に相談だ〟ＴシャツをどうぞZ 
これぞ職人芸Z
何段持った？�

2



雨天順延となったが、�
多くの来場者で賑わった�

牛丸焼きには長蛇の列Z今年も美味しく焼けたハンバーガー�

ゲームを制して賞金？ゲット�

ナイスキックZでも残念Z

焼肉コーナーは超満員Z

これぞホールインワンの蹴りZ

ジャガイモ詰め放題。みんな詰め過ぎ？�

ビンゴカードを買い求める来場者。何人並んだのでしょうか？� ビンゴの優勝を競って運命のジャンケン�

ビンゴで見事に優勝Z
本当に幸福そうな小西恵美さん（大成）�

大人（女性）ゲームを制した奥様たち�

副組合長も思わず搾乳指導�

えふはカボチャ団子で大人気�

あっZテントの上に人が…�

  ビンゴで準優勝は松本さん（本別）�

惜しくも３位となった渡辺町議�

野菜もたくさん売れました�

牛乳・乳製品消費拡大コーナー�
フルーチェの試食会�
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手
つ
な
ぎ
の
会
で
は
、
今
年
も
計
根
別
地
域
に
在

住
す
る
七
十
五
歳
以
上
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
を
招
い
て
、
十
月
十
八
日
中
標
津
町
交
流
セ

ン
タ
ー
で
第
六
回
手
つ
な
ぎ
ふ
れ
あ
い
会
を
開
い
た
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
五
十
二
名
の
元
気
な

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
会
場
に
集
合
。

ふ
れ
あ
い
会
は
、
水
沼
会
長
の
挨
拶
で
開
会
さ
れ
、

来
賓
挨
拶
と
し
て
纐
纈
組
合
長
か
ら
「
本
会
が
十
分

に
力
を
発
揮
さ
れ
、
ふ
れ
あ
い
会
が
地
域
の
大
き
な

輪
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」、
北
海
道
中
央
会

小
林
審
議
役
か
ら
は「
ふ
れ
あ
い
会
の
活
動
を
知
り
、

中
央
会
と
し
て
も
地
域
の
模
範
と
な
る
本
会
の
活
動

を
拝
見
さ
せ
て
頂
き
、
全
道
的
に
も
推
進
し
た
い
」

と
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
挨
拶
を
頂
い
た
。

そ
の
後
、
会
員
が
真
心
込
め
て
作
っ
た
お
弁
当
で

の
昼
食
会
。
参
加
者
の
好
み
に
合
わ
せ
て
食
べ
や
す

く
、美
味
し
い
料
理
で
お
も
て
な
し
。食
後
は
、
ボ
ウ

リ
ン
グ
ゲ
ー
ム
で
適
度
に
運
動
。
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で

は
、
果
物
や
野
菜
を
各
自
が
カ
ー
ド
に
記
入
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ビ
ン
ゴ
大
会
と
な
っ
た
。

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
後
は
、お
待
ち
か
ね
の
余
興
。

今
年
は
、
三
瓶
ヨ
シ
さ
ん
（
大
成
）
が
ス
テ
ー
ジ
を

任
さ
れ
、
自
慢
の
歌
声
を
披
露
す
る
は
ず
で
し
た
が

風
邪
に
よ
り
急
遽
予
定
を
変
更
。
氷
川
き
よ
し
の
歌

に
合
わ
せ
、
三
度
笠
を
被
っ
て
軽
快
な
足
取
り
で
踊

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
芸
達
者
な
三
瓶
さ
ん
が
会
場

を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
会
の
締
め
は
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
合

唱〝
ふ
る
さ
と
〞。
参
加
者
か
ら
は
「
本
当
に
楽
し
か

っ
た
」「
本
日
も
会
員
の
皆
様
か
ら
笑
顔
で
迎
え
ら

れ
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。
い
つ
も
な
が
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
」
と
手
つ
な
ぎ
の
会
会
員
に
感
謝
の
言
葉

が
贈
ら
れ
た
。

第６回手つなぎふれあい会�

当日も準備に追われる会員

今年も見事なお弁当が
用意されました

会員の皆様
今年もご苦労さまでした

参加者と会員に挨拶する
纐纈組合長

自慢の踊りを
披露

三瓶ヨシさん
（大成）

中央会
小林審議役も

参加

〝ビンゴ〟と元気に手を挙げる
参加者

自分で考案した〝パーク玉拾い機〟
特許出願中？斉藤貞三さん（大成）

お食事中も会員は気配りを
忘れません

ゲームを楽しむ参加者たち

これはストライクかな？

オリジナルのビンゴに挑む参加者

ビンゴの絵柄を選ぶ組合長
〝これですよ〟

介護用品を紹介する
北村さん（本別）

〝また来て下さい〟と見送る会員 最後に参加者全員で〝ふるさと〟を唄って
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年
金
友
の
会
で
は
、
毎
年
開
催
し
て
い
る

秋
季
旅
行
を
十
月
十
二
〜
十
四
日
の
三
日
間

に
渡
り
盛
大
に
開
い
た
。

秋
季
旅
行
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
三
日
間

と
も
快
晴
。
旅
行
に
参
加
し
た
会
員
三
十
二

名
が
知
床
、
阿
寒
な
ど
秋
の
紅
葉
と
旬
の
味

覚
を
堪
能
し
た
。

旅
行
初
日
は
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

知
床
へ
。
知
床
か
ら
遊
覧
船
に
乗
り
宿
泊
地

の
川
湯
へ
と
向
か
っ
た
。
乗
船
中
も
知
床
の

絶
景
を
満
喫
し
、
会
員
相
互
の
会
話
も
弾
ん

だ
。
川
湯
に
到
着
し
た
一
行
は
、
宿
泊
先
で

あ
る
「
湯
の
閣
」（
連
泊
）
へ
と
移
動
。
こ

こ
で
は
、
疲
れ
た
体
を
癒
す
温
泉
と
旬
の
料

理
が
用
意
さ
れ
た
。
懇
親
会
で
は
、
氏
家
会

長
か
ら
「
旅
行
で
会
員
相
互
の
親
睦
を
大
い

に
深
め
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。
旅
行
談
話

と
昔
話
し
も
弾
む
な
か
、
斉
藤
隆
三
郎
さ
ん

（
大
成
）
の

漫
談
も
披
露

さ
れ
、
会
場

内
の
笑
い
も

絶
え
ず
、
懇

親
会
は
大
い

に
盛
り
上
が

っ
た
。

二
日
目
は
、
オ
ン
ネ
ト
ー
の
神
秘
な
輝
き

と
阿
寒
の
マ
リ
モ
見
学
。
三
日
目
に
は
、
釧

路
市
内
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
局
を
訪
れ
、
デ
ジ
タ

ル
放
送
の
仕
組
み
な
ど
最
近
の
放
送
事
情
を

学
び
、
三
日
間
の
秋
季
旅
行
が
無
事
に
終
了

し
た
。

今
年
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
参
加
者
も
大

満
足
と
な
っ
た
秋
季
旅
行
。
来
年
も
春
と
秋

に
旅
行
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
回
の
旅

行
も
会
員
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

ＪＡ計根別年金友の会秋季旅行�

5

楽しい漫談を披露する
斉藤隆三郎さん（大成）

宴会場で挨拶する氏家会長

旬で美味しい料理を楽しむ会員

記念撮影〝ハイチーズZ〟

NHK放送局でも記念撮影Z

遊覧船にてマリモ見学Z

デジタル放送の説明を聞く会員



絵手紙講習会終わる
～女性部緑会健康研修会～

十
月
十
二
日
、
農
協
和
室
に
て
絵
手
紙
講
習
会
を
開
い
た
。

当
日
は
、
緑
会
会
員
六
名
が
参
加
。
講
師
に
は
本
別
地
区
の
北
村

照
子
さ
ん
を
招
き
、
新
聞
の
チ
ラ
シ
面
を
用
い
て
野
菜
や
果
物
を
モ

チ
ー
フ
に
「
柿
」、「
か
ぼ
ち
ゃ
」、「
ぶ
ど
う
」
の
絵
手
紙
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

絵
手
紙
は
、
立
体
感
の
出
し
方
や
影
の
出
し
方
が
難
し
く
、
会
員

の
み
ん
な
は
悪
戦
苦
闘
。
し
か
し
、
講
師
の
北
村
さ
ん
の
一
声
で
作

品
の
印
象
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
る
場
面

も
多
く
、
講
師
の
優
れ
た
技
術
指
導

に
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。

最
後
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
わ
い

わ
い
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
、

楽
し
く
作
品
作
り
に
取
り
組
み
、
レ

デ
ィ
ー
ス
フ
ェ
ス
タ
の
打
合
せ
な
ど

も
交
え
た
楽
し
い
講
習
会
と
な
り
ま

し
た
。

十
月
四
〜
六
日
、
札
幌
を
研
修
会
場
と
し
て
幹
部
研
修
会
が

開
催
さ
れ
た
。

研
修
会
は
、
北
農
ビ
ル
内
に
あ
る
厚
生
連
に
て
Ｊ
Ａ
北
海
道

厚
生
連
配
置
薬
部
配
置
課
主
任
薬
剤
師
佐
川
誠
氏
を
講
師
に「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
（
代
謝
性
）
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
症
候
群
）」
に
つ
い

て
の
講
義
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
ひ
と
つ
の
病
気
で
は
な
く
、

疾
患
群
で
あ
り
肥
満
、
高
血
圧
、
高
血
糖
、
血
中
高
脂
質
な
ど

の
合
併
症
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
疾
患
自
体
は
軽
症
で
あ
る

が
、
複
合
す
る
こ
と
で
状
態
を
急
速
に
悪
化
さ
せ
、
動
脈
硬
化
、

梗
塞
性
疾
患
な
ど
の
危
険
性
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

何
事
も
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
に
ミ
ニ
ド
ッ
ク
な
ど

を
受
診
し
、「
適
度
に
動
い
て
」「
十
分
休
ん
で
」「
し
っ
か
り
食

べ
る
」
な
ど
の
日
常
生
活
に
お
い
て
の
基
本
を
踏
ま
え
、
病
気

に
な
ら
な
い
た
め
の
予
防
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
ホ
ク
レ
ン
流
通
セ
ン
タ
ー
で
の
視
察
と
な
り
、
責

任
者
か
ら
業
務
内
容
、
施
設
概
要
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。
セ

ン
タ
ー
倉
庫
内
を
拝
見
さ
せ
て
頂
く
と
沢
山
の
商
品
が
置
か
れ
、

一
つ
の
商
品
が
地
域
毎
に
仕
分
け
さ
れ
、
箱
詰
め
か
ら
ト
ラ
ッ

ク
に
積
み
込
ま
れ
る
ま
で
の
一
連
の
作
業
工
程
を
見
学
し
ま
し

た
。
今
後
は
、ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ
な
ど
を
有
効
活
用
し
、日
々
の
生

活
に
取
り
入
れ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
各
単
組
の
部
長
さ
ん
た
ち
と
の
交
流
や
本
研
修
会

で
学
ん
だ
こ
と
を
通
じ
て
、
今
後
の
女
性
部
活
動
に
役
立
て
た
い

と
考
え
ま
す
。

Ｊ
Ａ
地
区
女
性
協

幹
部
研
修
会
に
参
加
し
て

Ｊ
Ａ
計
根
別
女
性
部

部
長

西
丸
ア
ヤ
子

6

北村さんの指導により見事な絵手紙を完成Z 会員も楽しく絵手紙づくり。講師を務める北村照子さん（本別）

講師となった厚生連
佐川氏

流通センター倉庫内に興味津々の
参加者

研修会参加者による記念撮影
（北農ビル内）

流通センターで業務内容などを学ぶ



女性部について考える
～根室地区女性部研修会～

十
月
二
十
日
、
中
標
津
町
寿
宴
に
て
平
成

十
七
年
度
根
室
地
区
女
性
部
研
修
会
が
行
わ

れ
、
当
女
性
部
か
ら
は
七
名
が
出
席
し
た
。

午
前
中
は
、
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会

地
域
振
興
部
女
性
組
織
活
性
化
対
策
室
室
長

野
口
洋
子
氏
を
講
師
と
し
て
招
き
、『
今
、
Ｊ

Ａ
女
性
組
織
で
で
き
る
こ
と
』
と
題
し
た
講

演
を
聞
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
組
織
の
意
味
や
状
況
、
社
会
的

使
命
、「
Ｊ
Ａ
女
性
か
わ
ろ
う
か
え
よ
う
宣

言
」
の
取
り
組
み
、
可
能
性
に
つ
い
て
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
「
家
の
光
記
事
活
用
体
験
発

表
」
を
Ｊ
Ａ
べ
つ
か
い
の
斉
藤
し
づ
え
さ
ん
、

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
主
張
発
表
」
を
Ｊ
Ａ

西
春
別
日
向
聡
美
さ
ん
、「
組
織
活
動
体
験

発
表
」
を
Ｊ
Ａ
上
春
別
粟
野
セ
イ
子
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
発
表
。
そ
の
後
、
水
沼
会
長
か
ら

「
ア
ジ
ア
と
の
共
生
」
活
動
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
説
明
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

最
後
に
、
今
回
の
講
演
で
は
、
女
性
部
に

つ
い
て
た
く
さ
ん
の
勉
強
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
女
性
部
活
動
を
考

え
る
う
え
で
、
と
て
も
参
考
と
な
り
、
有
意

義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

肉
ま
ん
を
作
ろ
う
！

〜
女
性
部
大
成
支
部
〜

十
月
四
日
、
大
成

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
に
て
大
成
支

部
の
〝
肉
ま
ん
〞
作

り
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
日
は
、
部
員

十
六
人
が
集
ま
り
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
雰
囲
気
で
肉
ま
ん

作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

レ
シ
ピ
に
基
づ
き
、

慣
れ
な
い
手
つ
き
で

取
り
組
む
部
員
の
表

情
が
印
象
的
で
し
た
。

し
か
し
、
出
来
上
が
っ
た
〝
肉
ま
ん
〞
を
試
食
し
な
が
ら
、
世
間

話
や
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ェ
ス
タ
の
会
話
で
盛
り
上
が
り
、
と
て
も
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

最
後
に
、

十
二
月
に
控

え
た
レ
デ
ィ

ー
ス
フ
ェ
ス

タ
に
向
け
て

料
理
や
踊
り

も
お
お
よ
そ

決
ま
り
、
こ

れ
で
準
備
も
バ
ッ
チ
リ
で
す
。
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肉まんを囲んで満足そうな部員。〝いただきまーす〟レシピと格闘する部員

会場を埋め尽くす管内女性部員

資料を見つめて真剣な表情の三役
（左から渡辺さん、株田さん、中垣さん）講師：中央会 野口室長



虐
待
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え
る

〜
根
室
管
内
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
研
修
会
〜

十
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
六
日
に
か
け

て
根
室
管
内
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
研
修
会
が

開
か
れ
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

会
長
の
後
藤
め
ぐ
み
さ
ん
が
参
加
し
た
。

今
回
の
研
修
会
は
「
あ
な
た
が
変
わ
れ

ば
家
族
が
変
わ
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

虐
待
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

ア
ラ
イ
ア
ン
ト
国
際
大
学
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
臨
床
心
理
大
学
院
日
本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム

院
生
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｎ
代
表
阿
部
ゆ
か
り
氏
を
講

師
に
お
招
き
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
虐
待
の
種
類
、
ど
う
し

て
虐
待
は
起
こ
る
の
か
？
な
ど
の
説
明
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
の
中
か
ら
一

人
が
選
ば
れ
、
家
庭
の
中
で
気
に
な
る
人

と
の
や
り
取
り
を
サ
イ
コ
ド
ラ
マ
に
し
て

再
現
。そ
れ
を
見
て
感
じ
た
こ
と
、虐
待
行

為
を
行
わ
な
い

為
に
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
？

を
皆
で
話
し
合

い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
考
え
方
を
学

ぶ
と
て
も
貴
重

な
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

乾乳期の飼養管理を学ぶ
～根室地区NOSAI主催女性のための講習会～

十
月
二
十
七
日
、

女
性
部
で
は
乾
乳
期

の
飼
養
方
法
を
学
ぶ

べ
く
、
中
標
津
町
マ

ル
エ
ー
温
泉
に
て
部

員
三
十
六
名
の
参
加

に
よ
り
飼
養
管
理
講

習
会
を
開
い
た
。

昨
年
は
、
養
老
牛

で
行
わ
れ
て
い
た
講

習
会
で
す
が
、
今
年

は
中
標
津
町
で
行
わ

れ
、
共
済
組
合
高
橋

獣
医
師
を
講
師
と
し

て
招
き
、
乾
乳
牛
の

扱
い
方
、
栄
養
管
理

の
基
本
、
そ
し
て
最

終
目
標
に
つ
い
て
の

講
義
を
受
け
ま
し
た
。

講
習
会
は
、
終
始
和
や
か
な
ム
ー
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、「
根
室

管
内
で
一
番
計
根
別
が
四
変
手
術
頭
数
の
割
合
が
高
い
」
と
聞
き
、
皆

さ
ん
と
て
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
懇
談
会
へ
と
移
り
、
豪
華

な
ご
馳
走
に
囲
ま
れ
、
み
な
さ
ん
と
て

も
満
足
し
た
様
子
、
食
後
も
参
加
者
全

員
参
加
の
ビ
ン
ゴ
大
会
や
お
し
ゃ
べ
り

を
楽
し
み
、
充
実
し
た
一
日
と
な
り
ま

し
た
。
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講習会終了後は、ご馳走を食べて楽しい時間を過ごす部員

講習会の開会挨拶は中垣副部長

研修会に参加したフレッシュ会長後藤さん

心理学を説明する阿部ゆかり氏管内のフレッシュさんと子供たちが大集合Z



昭
和
二
十
二
年
十
一
月
十
九
日
に

農
業
協
同
組
合
法
（
農
協
法
）
が
制

定
さ
れ
五
十
八
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

当
時
、
日
本
全
土
は
荒
廃
し
、
戦

争
の
傷
跡
が
生
々
し
い
状
況
の
中
で

国
民
へ
の
食
料
が
不
足
し
、
食
料
確

保
の
必
要
性
と
併
せ
て
農
民
の
自
主

的
立
場
を
確
保
す
る
た
め
に
農
村
の

民
主
化
が
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
し

た
。こ

の
よ
う
な
時
代
背
景
の
中
か
ら

農
協
法
が
誕
生
し
、
全
国
各
地
で
農

協
が
設
立
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。

農
協
は
農
地
改
革
に
よ
っ
て
生
ま

れ
た
自
作
農
を
基
本
と
し
た
「
農
民

の
農
民
に
よ
る
農
民
の
た
め
の
組
織
」

と
し
て
、
人
々
が
連
帯
し
助
け
合
う

こ
と
を
意
味
す
る
「
相
互
扶
助
」
の

精
神
の
も
と
に
組
合
員
の
農
業
経
営

と
生
活
を
守
り
、
よ
り
良
い
地
域
社

会
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
協
同

組
織
で
す
。

農
協
法
が
制
定
さ
れ
て
以
来
、
経

済
情
勢
や
社
会
環
境
の
変
化
に
合
わ

せ
て
農
協
の
事
業
展
開
や
組
織
運
営

手
法
の
変
革
が
求
め
ら
れ
、
時
代
に

即
し
た
改
正
に
よ
っ
て
、
組
合
員
の

社
会
的
、
経
済
的
地
位
の
向
上
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

今
、
私
た
ち
は
二
十
一
世
紀
の
初

頭
を
歩
ん
で
い
ま
す
が
、
世
界
に
目

を
向
け
ま
す
と
飢
餓
・
貧
困
、
食
料

問
題
な
ど
、
い
ま
だ
に
解
決
の
糸
口

を
見
い
だ
せ
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
地
球
温
暖
化
や
環
境
問
題

も
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
将
来
に
向
け
て
き
わ
め
て
重
要
な

問
題
に
対
し
、
人
と
人
と
の
結
び
つ

き
に
よ
る
協
同
組
合
組
織
で
あ
る
私

た
ち
は
、
組
合
員
と
し
っ
か
り
結
び

合
い
、
消
費
者
で
あ
る
道
民
と
連
携

し
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
食
料
と
貿
易

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉

に
お
い
て
、
先
進
国
と
途
上
国
が
激

し
く
対
立
し
て
い
ま
す
が
、
貧
困
の

解
消
と
多
様
な
農
業
の
共
存
を
基
本

と
す
る
貿
易
ル
ー
ル
の
確
立
が
必
要

で
す
。
現
在
、
私
た
ち
は
平
成
十
五

年
十
一
月
に
「
第
二
十
四
回
Ｊ
Ａ
北

海
道
大
会
」
を
開
催
し
、
決
議
事
項

の
実
践
当
た
り
、
地
域
農
業
振
興
の

司
令
塔
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
し
、

食
と
農
の
連
携
を
重
視
し
地
域
住
民

に
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て
邁

進
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
農
業
・
Ｊ
Ａ
を
め
ぐ
る
状

況
は
、
今
後
も
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
な

ど
厳
し
い
農
業
情
勢
が
予
測
さ
れ
ま

す
が
、
今
こ
そ
組
合
員
、
役
職
員
皆

様
が
農
協
法
の
存
在
意
義
を
再
確
認

し
て
、
組
合
員
の
営
農
と
生
活
を
守

り
、
Ｊ
Ａ
が
充
実
し
た
組
織
と
し
て

益
々
発
展
す
る
よ
う
共
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会
　

会
　
長
　
宮
　
田
　
　
　
勇

　道では、12月を『納税推進強調月間』として、道税の納税推進に取り組み、滞納整理の促進に努め
ます。�
　道税は、住み良い地域社会を作るための貴重な財源です。みなさんの暮らしを支える道税の納税に
ご協力ください。�
　なお、12月15日eは、根室支庁税務課及び中標津町役場において、夜間納税窓口を午後８時まで開
設します。�

�
　問い合わせ先／納税に関するご相談は、�
　　　　　　　　根室支庁総務部税務課納税係　2（0153）２４－５４６６（税務課納税係直通）�

12月は道税の納税推進強調月間です�
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年部　　　版�

十
月
二
日
、
当
青
年
部
で
は
、
養
老
牛
温
泉
組
合

が
主
催
す
る
第
三
十
九
回
養
老
牛
温
泉
紅
葉
ま
つ
り

に
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ン
バ
ー
グ
と
搾
乳
模
擬
体
験
コ
ー
ナ

ー
を
出
店
し
た
。

当
日
は
、
秋
晴
れ
の
な
か
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
地

元
住
民
や
地
域
外
か
ら
も
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
、

温
泉
ま
つ
り
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
。
青
年
部
も
今

年
で
五
年
目
と
な
る
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ン
バ
ー
グ
を
焼

き
、
二
五
〇
食
分
の
ハ
ン
バ
ー
グ
を
完
売
。
さ
ら
に
、

モ
デ
ル
カ
ウ
に
よ
る
搾
乳
模
擬
体
験
を
行
い
、
子
供

か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
人
気
を
集
め
た
。
隣
接
の
テ

ン
ト
内
で
は
、青
年
部
手
作
り
チ
ー
ズ
も
用
意
さ
れ
、

四
㎏
の
ゴ
ー
ダ
ー
チ
ー
ズ
を
試
食
し
た
来
場
者
か
ら

大
好
評
を
得
た
。

青
年
部
も
伯

爵
ま
つ
り
、
別

海
産
業
祭
、
紅

葉
ま
つ
り
と
そ

れ
ぞ
れ
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
、

牛
乳
配
布
、
チ

ー
ズ
試
食
会
、

看
板
で
の
Ｐ
Ｒ
、

搾
乳
模
擬
体
験

な
ど
牛
乳
・
乳

製
品
の
消
費
拡

大
を
消
費
者
に

広
く
呼
び
か
け
、

大
き
な
成
果
を

挙
げ
て
い
る
。

ハンバーグとモデルカウで人気を集めた 紅葉まつり�ハンバーグとモデルカウで人気を集めた 紅葉まつり�ハンバーグとモデルカウで人気を集めた 紅葉まつり�

十
月
九
日
、
青
年
部
で
は
農
協
で
開
催
す
る

秋
の
大
イ
ベ
ン
ト
〝
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ア
〞
に
参

加
し
た
。
今
年
の
オ
ー
タ
ム
は
、
牛
乳
消
費
拡

大
を
テ
ー
マ
に
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
販
売
、
チ
ー
ズ

試
食
会
を
始
め
と
し
て
、
セ
ル
フ
に
積
み
上
げ

た
移
動
式
の
ロ
ー
ル
看
板
と
巨
大
牛
乳
パ
ッ
ク

看
板
の
設
置
。
モ
デ
ル
カ
ウ
に
よ
る
搾
乳
模
擬

体
験
、
牛
乳
消
費
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
グ
ッ
ズ

の
配
布
な
ど
盛
り
沢
山
の
内
容
に
て
消
費
拡
大

Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
た
。

当
日
の
天
候
は
晴
れ
。
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
も
販
売
中
に
思
わ
ぬ
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
発

生
。
あ
の
重
い
鉄
板
が
突
然
倒
れ
、
機
材
の
一

部
が
損
傷
し
ま
し
た
が
、
ケ
ガ
も
無
く
二
五
〇

食
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
完
売
。
同
時
に
牛
乳
と

チ
ー
ズ
も
提
供
さ
れ
る
な
ど
来
場
者
か
ら
大
好

評
と
な
っ
た
。
ま
た
、
会
場
に
設
置
さ
れ
た
ロ

ー
ル
看
板
と
牛
乳
パ
ッ
ク
看
板
も
演
出
効
果
バ

ツ
グ
ン
！
来
場
者
の
目
を
釘
付
け
に
し
た
。
搾

乳
模
擬
体
験
で
は
、
興
味
を
持
つ
大
人
か
ら
子

供
ま
で
〝
手
搾
り
〞
の
感
触
を
楽
し
み
、
組
合

員
さ
ん
が
子
供
た
ち
へ
搾
乳
の
技
術
指
導
を
行

う
ほ
ど
で
し
た
。搾
乳
体
験
コ
ー
ナ
ー
脇
で
は
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
グ
ッ
ズ
も
配
ら
れ
〝
牛
乳
に
相

談
〞
を
合
言
葉

に
消
費
拡
大
を

呼
び
掛
け
、
充

実
し
た
青
年
部

活
動
と
な
っ
た
。

消費拡大を意識して、�盛り沢山の内容で臨んだ�

消費拡大を意識して、�盛り沢山の内容で臨んだ�
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家族連れで搾乳体験。
あれZ影ちゃん？

子供たちもモデルカウから
離れません

今年も長～い列が出来ましたハンバーグも焼き上がり
スタンバイOK?

〝もう少し待っててね〟と話す部員
ハンバーガーを仕切る岡部支部長と

計根別支部

オータムにも
モデルカウ参上Z



美 馬　優（上標津支部）�
S53.６.14生  27歳�

Ｑ１．今、欲しいものは？�
Ａ１．四輪バギー�
Ｑ２．これから何をしたいですか？�
Ａ２．牛を増やしたい！もっと！�
Ｑ３．好みの芸能人は？�
Ａ３． ・・・・・�
Ｑ４．将来の目標は？�
Ａ４．週休二日制�
Ｑ５．友達を紹介してください�
Ａ５．大澤　武史くん�
Ｑ６．大澤くんに一言�
Ａ６．広報頑張ってください！�

GEMELLI  
購 入 年／平成元年�

購 入 価 格／1,400,000円�

お気に入り／①機械自体がコンパクト�
　　　　　　②ラップも３枚同時に巻ける�

思 い 出／①秋の展示会で購入したが、納品が翌年の１�
　　　　　　　番草収穫ギリギリまで遅れた。�
　　　　　　②珍しい機械にメーカーも使い方が判らず、�
　　　　　　　取り付け時にコードを切られるアクシデン�
　　　　　　　トもあった�
�

　今月の逸品館は、ちょっと珍しいラッピングマシ
ーンの紹介です。�
　この機械は、ある組合員さんのＤ型を覗いたところ、
とても珍しいラッピングマシーンを発見。すぐに本
人と交渉し、このたびの広報誌に掲載することとな
りました。この機械も平成元年に、ある農機具メー
カーの展示会で用意されたもの。管内でも３台くら
いしか販売されなかったそうです。�
　オーナーは「独特な動きで、常に後ろを見て作業
をしなきゃならない。でも、これで充分！」と話し
ていました。現在は、タカキタなどが主流の時代で
すが、イタリア製のジェメリー愛用者としていつま
でも大切にしてください。�
�
　忙しい時期にも関わらず取材にご協力して頂き、
本当にありがとうございました。�
�
�
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え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
で
は
、
地
域
の

子
供
た
ち
に
〝
牛
〞
の
事
を
た
く
さ
ん

知
っ
て
も
ら
お
う
と
十
月
四
日
、
計
根

別
幼
稚
園
に
て
今
年
で
四
年
目
と
な
る

「
ふ
れ
あ
い
学
習
会
」
を
開
い
た
。

当
日
の
天
候
は
晴
れ
。
少
し
肌
寒
い
気
温
で
し
た
が
、
園
児
三
十
三
名

が
元
気
に
園
庭
へ
集
ま
っ
た
。
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
紙
芝
居
で
は
、
園
児

た
ち
も
終
始
真
剣
な
表
情
で
お
姉
さ
ん
た
ち
の
話
し
を
聞
き
、
モ
デ
ル
カ

ウ
に
よ
る
搾
乳
模
擬
体
験
に
移
る
と
い
つ
も
の
元
気
で
明
る
い
表
情
を
取

り
戻
し
、
牛
乳
を
搾
る
感
触
を
味
わ
い
、
乳
房
か
ら
出
て
く
る
牛
乳
に
満

足
気
な
園
児
た
ち
。
質
問
タ
イ
ム
で
は
「
牛
は
何
を
食
べ
る
の
？
」「
牛

乳
は
あ
そ
こ
か
ら
出
て
く
る
の
？
」
な
ど
、
極
め
つ
け
は
質
問
に
も
関
わ

ら
ず
「
今
日
は
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
話
す
園
児
も
…
。
さ
ら
に
、
え

ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
で
用
意
し
た
手
作
り
ク
ッ
キ
ー
と
カ
ボ
チ
ャ
、
牛
乳
消

費
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
グ
ッ
ズ
が
配
ら
れ
大
喜
び
。

最
後
は
、
ひ
ま
わ
り
組
（
年
長
）
か
ら
、
メ
ン
バ
ー
全
員
に
首
飾
り
が

贈
ら
れ
感
激
で
し
た
。
お
姉
さ
ん
た
ち
や
モ
デ
ル
カ
ウ
と
の
別
れ
も
淋
し

か
っ
た
の
か
最
後
ま
で
離
れ
な
い
園
児
た
ち
。
み
ん
な
で
声
を
揃
え
て

「
ま
た
来
て
ね
」
と
手
を
振
り
、
見
送
る
園
児
た
ち
を
後
に
幼
稚
園
で
の

ふ
れ
あ
い
学
習
会
を
終
え
ま
し
た
。

園児みんなで
楽しい乳搾り
えふ・すうぃーる
ふれあい学習会
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子供たちの大好きな紙芝居。真剣にお話しを聞いていました 質問タイムZ子供たちの質問にはいつも悩まされます

モデルカウと一緒にみんなで記念撮影

一生懸命〝乳搾り〟園児から首飾りが贈られ大喜びのメンバー

みんなとても楽しそうでした。
たんぽぽ組（年少）ガンバレーッZ



十
月
九
日
、
え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る

で
は
、
自
ら
が
栽
培
・
収
穫
し
た
無

農
薬
カ
ボ
チ
ャ
を
使
い
、
メ
ン
バ
ー

手
作
り
の
〝
カ
ボ
チ
ャ
団
子
〞
と
ホ

ッ
ト
ミ
ル
ク
で
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ア
に

参
加
し
た
。

カ
ボ
チ
ャ
団
子
は
、
メ
ン
バ
ー
そ

れ
ぞ
れ
が
一
人
あ
た
り
一
〇
〇
個
の

団
子
を
持
ち
寄
り
、
予
定
し
て
い
た

一
〇
〇
食
分
を
販
売
し
た
。

カ
ボ
チ
ャ
団
子
の
販
売
で
は
、
メ

ン
バ
ー
の
息
も
合
い
、
手
際
よ
く
調

理
、
販
売
さ
れ
、
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
と

合
わ
せ
て
の
提
供
と
な
っ
た
。
最
終

的
に
、
予
定
数
量
を
上
回
る
約
一
四

〇
食
が
販
売
さ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た

地
域
の
皆
様
か
ら
大
好
評
と
な
っ
た
。

最
後
に
、
カ
ボ
チ
ャ
の
栽
培
か
ら

当
日
の
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ア
ま
で
ご
協

力
頂
き
ま
し
た
北
根
室
地
区
農
業
普

及
セ
ン
タ
ー
の
浜
本
普
及
員
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
メ

ン
バ
ー
全
員
と
て
も
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

十
月
十
四
日
、
え
ふ
・
す
う
ぃ
ー

る
で
は
、
計
根
別
乳
牛
改
良
連
合
会

が
主
催
す
る
〝
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ
〞
を

支
援
す
る
た
め
、
毎
年
恒
例
と
な
っ

た
え
ふ
特
製
の〝
豚
汁
〞を
提
供
し
た
。

当
日
の
天
候
は
く
も
り
。
十
月
と

し
て
は
暖
か
い
も
の
の
強
風
の
止
ま

な
い
一
日
と
な
っ
た
。
調
理
に
移
っ

た
メ
ン
バ
ー
は
、
手
際
の
良
さ
と
息

の
合
っ
た
調
理
で
効
率
良
く
作
業
を

進
め
た
が
、
強
風
が
影
響
し
て
十
分

な
火
力
が
得
ら
れ
ず
、
豚
汁
を
提
供

す
る
予
定
時
間
に
大
幅
な
遅
延
が
予

想
さ
れ
た
。

し
か
し
、
農
協
の
協
力
に
よ
り
調

理
場
の
風
除
け
、
火
力
の
強
い
コ
ン

ロ
が
用
意
さ
れ
、
定
刻
の
十
二
時
に

は
何
と
か
準
備
が
完
了
。
出
品
者
や

来
場
者
の
冷
え
た
体
に
温
か
い
〝
豚

汁
〞
が
提
供
さ
れ
、
皆
様
か
ら
大
好

評
と
な
っ
た
。

体
の
芯
ま
で
温
ま
る

〝
豚
汁
〞
が
提
供
さ
れ
大
好
評

無
農
薬
の〝
カ
ボ
チ
ャ
団
子
〞が
大
好
評
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カボチャ団子とホットミルクが大好評カセットコンロ３台がフル稼働Z

強風によるアクシデントZ強力コンロと風除けをセット美味しい〝豚汁〟の完成でーすQ



十
月
十
一
日
、
計
根
別
農
協
で
は

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
悲
惨
な
事
故

を
未
然
に
防
ご
う
と
例
年
実
施
し
て

い
る
〝
交
通
安
全
職
場
宣
言
〞
を
開

い
た
。

当
日
は
、
正
午
よ
り
農
協
事
務
所

前
に
て
街
頭
啓
発
が
行
わ
れ
、
道
行

く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

牛
乳
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
が
配
ら
れ
、
全

職
員
で
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
た
。

業
務
終
了
後
、
午
後
六
時
三
十
分

か
ら
は
中
標
津
警
察
署
の
岡
村
交
通

係
長
、
清
水
巡
査
部
長
を
招
き
、
交

通
安
全
職
場
宣
言
が
開
か
れ
た
。
開

会
挨
拶
で
は
富
田
参
事
か
ら
「
事
故

は
い
つ
起
こ
る
か
判
ら
な
い
。
リ
ス

ク
を
減
ら
す
た
め
に
も
交
通
ル
ー
ル

を
守
ろ
う
。
ま
た
、
交
通
事
故
は
、

自
分
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
家
族
や

職
場
を
守
る
」
と
話
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
岡
村
交
通
係
長
か
ら
の
講
話
を

受
け
、
全
職
員
に
よ
る
職
場
宣
言
と

な
り
、
農
協
を
代
表
し
て
大
槻
勝
一

く
ん
と
小
萩
綾
佳
さ
ん
が
交
通
安
全

を
宣
言
し
た
。

ま
た
、
農
協
と
し
て
は
昼
間
点
灯

を
励
行
し
、
他
の
車
に
も
注
意
を
呼

び
か
け
る
「
デ
イ
ラ
イ
ト
運
動
」
を

宣
言
。
さ
ら
に
、
農
協
全
車
両
に

「
交
通
安
全
宣
言
車
」（
マ
グ
ネ
ッ
ト

式
ス
テ
ッ
カ
ー
）
を
掲
げ
、
職
員
の

交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る

こ
と
と
し
た
。

別
海
町
民
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
七

月
に
実
施
し
た
ミ
ニ
ド
ッ
ク
診
断
結
果

を
も
と
に
健
康
相
談
を
行
い
、
組
合
員

さ
ん
や
地
域
皆
様
の
健
康
管
理
に
努
め

よ
う
と
十
月
四
日
、
農
協
二
階
会
議
室

に
て
「
Ｈ
十
七
生
活
習
慣
病
検
診
結
果

説
明
会
お
よ
び
二
次
検
診
」を
開
い
た
。

当
日
は
、
日
頃
か
ら
健
康
管
理
を
気

に
す
る
方
の
参
加
が
多
く
、
予
想
を
上

回
る
約
五
十
名
が
出
席
。説
明
会
に
は
、

両
町
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
保
健
婦
、
栄

養
士
の
五
名
が
講
師
と
し
て
参
加
。
診

断
結
果
の
見
方
と
栄
養
指
導
が
行
わ

れ
、
判
り
や
す
い
説
明
で
診
断
結
果

（
数
値
）
の
見
方
や
食
事
バ
ラ
ン
ス
な

ど
充
分
に
理
解
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
ま

た
、
会
場
に
は
缶
ジ
ュ
ー
ス
や
イ
ン
ス

タ
ン
ト
食
品
に
含
ま
れ
る
糖
分
や
カ
ロ

リ
ー
が
示
さ
れ
、
過
剰
に
含
ま
れ
る
糖

分
に
参
加
者
も
驚
き
を
隠
せ
な
い
様
子

で
あ
り
、
今
後
の
食
生
活
の
参
考
に
な

っ
た
よ
う
で
す
。

最
後
に
、
本
年
度
初
め
て
の
試
み
と

な
っ
た
説
明
会
。
予
想
以
上
の
出
席
者

に
よ
り
好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
次
年
度
に
つ
い
て
も
組
合
員
さ
ん

や
家
族
、
地
域
皆
様
の
健
康
管
理
を
目

的
に
説
明
会
の
継
続
を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

事故防止を誓って
全職員が交通安全宣言

保健センターが計根別にて健康管理指導を…
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ドライバーに交通安全を呼び掛ける街頭啓発

職場宣言Z
代表者の大槻くん（左）と小萩さん（右）

本署の岡村交通係長が
講話を

ドアに〝交通安全宣言車〟。
車内にもステッカーを貼り、

交通安全Z

カロリーなどが表示されたサンプル紹介保健婦による親切な説明Z熱心に説明を聞く参加者



ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
全
道
共
進
会
視
察

九
月
二
十
三
〜
二
十
五
日
の
三
連
休
に
て
開
催
さ
れ
た
全
道
共
進
会
。
ジ

ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
で
は
、
共
進
会
の
日
程
に
合
わ
せ
た
二
泊
三

日
の
行
程
で
視
察
研
修
会
を
開
い
た
。

研
修
初
日
は
、
札
幌
市
内
で
自
由
行
動
（
三
時
間
）。
中
学
生
以
上
の
子

供
た
ち
は
事
前
に
下
調
べ
を
し
て
お
り
、
目
的
の
場
所
へ
と
一
直
線
。
小
学

生
は
二
手
に
分
か
れ
て
引
率
者
と
行
動
。
子
供
た
ち
は
、
夕
食
の
時
間
ギ
リ

ギ
リ
ま
で
市
内
見
学
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
を
満
喫
し
た
。

二
日
目
は
、
バ
ス
を
貸
し
切
り
手
稲
オ

リ
ン
ピ
ア
遊
園
地
へ
。
遊
園
地
で
思
い
っ

き
り
遊
ん
だ
子
供
た
ち
は
、
共
進
会
場
と

な
る
早
来
ま
で
全
員
が
熟
睡
。
会
場
に
到

着
し
た
子
供
た
ち
は
、
気
分
一
新
ジ
ュ
ニ

ア
ス
ク
ー
ル
に
参
加
。
○
×
ク
イ
ズ
で
は

味
元
く
ん
が
見
事
に
三
位
と
な
り
ま
し
た
。

八
月
二
十
七
日
、
岡
本
興
業
株
式
会
社
開
発
グ
ル
ー
プ
で
は
、
酪
農
家
の
糞
尿
処
理

問
題
に
取
り
組
む
べ
く
、
化
学
の
最
先
端
技
術
を
用
い
て
、
根
室
地
方
特
有
の
高
水
分

な
糞
尿
の
固
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。

当
日
用
意
さ
れ
た
糞
尿
は
、
水
分
約
九
〇
％
。
高
分
子
吸
収
資
材
を
糞
尿
に
対
し
て

約
三
％
混
入
。
す
る
と
驚
く
こ
と
に
ド
ロ
ド
ロ
の
糞
尿
が
瞬
時
に
堆
積
で
き
る
ま
で
に

な
っ
た
。
こ
の
資
材
は
、

土
木
工
事
の
現
場
で
従
来

か
ら
使
用
さ
れ
て
お
り
、

掘
削
後
の
土
砂（
泥
な
ど
）

を
固
め
て
運
搬
す
る
の
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。
資
材

に
含
ま
れ
る
内
容
物
は
企

業
秘
密
と
い
う
こ
と
で
し

が
、
原
材
料
の
一
部
に
籾

殻
が
含
ま
れ
て
い
た
。

試
験
結
果
と
し
て
は
、

通
常
の
土
砂
よ
り
糞
尿
の

粒
子
が
小
さ
く
、
資
材
の

投
入
量
が
多
く
な
り
コ
ス

ト
的
に
実
用
化
は
困
難
で

あ
っ
た
（
一
k
に
対
し
て

三
％
の
資
材
投
入
。
投
入

量
と
し
て
は
三
〇
㎏
が
必

要
。
資
材
三
〇
㎏
の
価
格

は
現
行
三
万
円
）。
ま
た
、

糞
尿
処
理
に
利
用
す
る
場

合
、
資
材
の
混
入
、
撹
拌

作
業
な
ど
も
大
き
な
課
題

と
な
っ
た
。
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視察研修会に参加したジュニアホルスタインクラブ会員と父母

ジュニアスクールに参加した会員 会場にジュニアの子供たちが大集合Z

堆肥を固化する試薬

手前は糞尿、奥は試薬混入後



 専攻科とは？

　専攻科は、高等学校を卒業した後継者や新規就
農者が引き続き家業に従事しながら酪農経営や技
術を学び、仲間づくりをするところです。

 単位制の導入で学びたい科目が学習できます

　自分の受講したい科目を自由に選択して単位を
修得するシステムです。開講科目は、酪農に関す
る専門科目、教養科目、ゼミナール（専攻科目）
があります。
　また、開講時間も午前10時50分から午後２時30

分までなので、朝夕の乳牛の管理作業に従事しな
がら学習ができます。

平成18年度�

学生募集�働きながら学んで、�同じ夢を持つ仲間を作ろう!
 先端技術に対応した学習を実施しています�
　コンピュータを用いた経営管理などを取り入れ
た実践的学習ができます。�

 自家の経営に結びついた学習に取り組めます�
　自家の草地、または乳牛に関する学習をゼミナ
ールごとに分かれて取り組みます。また、農業簿
記による経営診断も行います。夏季の農繁期（６
月～８月）は登校・授業がありません。�

 国内外の実習が体験できます�
　在学２年目に希望に応じた条件（地域・規模
等）で実習を行うことができます（国内、ニュー
ジーランド等）。�

●修業年限　２年　　●募集定員　農業特別専攻科（酪農経営科）20名
●出願受付　平成18年１月16日B～平成18年１月31日C　　●試験日　平成18年２月10日F

●受験資格　高等学校を卒業した者、若しくは平成18年３月に高等学校卒業見込みの者で、酪農作業に
　　　　　　従事しながら本校に通学可能な方（寮はありません）

資料請求、�
お問い合わせは�

北海道別海高等学校�
農 業 特 別 専 攻 科 �

〒086-0214  北海道野付郡別海町別海緑町70-1�
TEL 0153-75-2053  FAX 0153-75-2263�
ホームページ  http://www.bekkai.hokkaido-c.ed.jp�
E-mail  bekkai-t4@hokkaido-c.ed.jp

科  訓�

酪理実践�
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粗飼料分析値が変わりました

９月１日よりＴＤＮ推定式が改訂されました。
それに伴って、分析値が従来のものと若干変わっ
たり、新しい分析項目も出てきています。

１　新しい分析項目
①ＮＤＩＣＰ（中性デタージェント不溶蛋白質）
ＮＤＦ（繊維）に付着している蛋白質の事です。

本来は蛋白質なのですが、今まではこれもＮＤＦ

に含まれていました。正確なＮＤＦを得るために

はＮＤＦからＮＤＩＣＰを差し引きます。

正確なＮＦＣ＝100－正確なＮＤＦ－ＣＰ－脂

肪－灰分

②ＡＤＬ（酸性デタージェント不溶リグニン）
リグニンのことです。リグニンは最も消化のし

にくい部分で、牧草では刈り遅れるほど多くなり

消化率を低下させます。

２　ＴＤＮ（１×）
「ＴＤＮ」とは、家畜が消化できる養分のことで、エネルギーの事で

す。ＴＤＮは各分析値からの推定式で算出されていますが、この推定式

が９月１日より改訂されたために、以前の数値よりも平均で約４％高く

なっています。

また、ＴＤＮの後に（１×）という数字が付くようになりました。こ

れは、報告書の数字が、乳牛が体を維持するために必要な量のエサを食

べた時の消化試験から導かれた事を意味しています。

実際には泌乳牛は牛乳生産も行っているので、維持量の２～４倍以上

の量を食べると言われています。食べる量が変わると消化率も変わって

きます。これを換算したのが表１です。

（２×）は維持量の２倍、（３×）は維持量の３倍を食べた場合のＴＤＮ

の換算値です。今後は乳牛の摂取量や状態を見ながらＴＤＮを加減して

いく必要も出てきます。

推定式の改訂によって、皆さんが牧草品質の目安としているＴＤＮの数値が若干変わり、とまどう場面

もあるかと思います。飼料設計に用いる場合は乳牛の変化を見ながら微調整するようにして下さい。

説明が分かりづらい部分もあるかと思います。不明な点があれば、お気軽に普及センターまでご連絡下

さい。

分析成分�
水分�
乾物�
pH�
粗蛋白質�
溶解性蛋白質�
溶解性蛋白質�
酸性デタージェント不溶蛋白質�
中性デタージェント不溶蛋白質�
酸性デタージェント不溶リグニン�
正味エネルギー　※注１�
可消化養分総量　※注２�
細胞内容物質�
細胞壁物質�
高消化性繊維�
低消化性繊維�
酸性デタージェント繊維�
中性デタージェント繊維�
非繊維性炭水化物�
デンプン�
粗脂肪�
カルシウム�
りん�
マグネシウム�
カリウム�
当量比�
備考欄に表記していたCP中SIP%を様式内に移動　　　　　新分析項目�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告書裏面に記載�

基本分析結果�
原物中�乾物中�全道平均��

�
DM�
�
CP�
SIP�
SIP�
ADICP（BP）�
NDICP�
ADL�
NEl（3x）�
TDN（1x）�
OCC�
OCW�
Oa�
Ob�
ADF�
NDF�
NFC�
STA�
EE�
Ca�
P�
Mg�
K

�
%�
%�
�
%�
%�

CP%�
%�
%�
%�

Mcal/Kg�
%�
%�
%�
%�
%�
%�
%�
%�
%�
%�
%�
%�
%�
%

�
１�
２�
３�
４�
５�
６�
７�
８�
９�
10�
11�
12�
13�
14�
15�
16�
17�
18�
19�
20�
21�
22�
23�
24�
25

図１　新しい分析結果�

  表１　TDN（%）�
報告書�
TDN（1x）�
54�
55�
56�
57�
58�
59�
60�
61�
62�
63�
64�
65

換算値�
TDN（2x）�
54.6�
55.4�
56.2�
57.0�
57.9�
58.7�
59.5�
60.3�
61.1�
62.0�
62.8�
63.6

換算値�
TDN（3x）�
55.2�
55.8�
56.4�
57.1�
57.7�
58.4�
59.0�
59.6�
60.3�
60.9�
61.6�
62.2

図２　飼料中の成分構成�

水分�

粗蛋白（CP）� 総センイ質� 粗灰分�

OCW

非構造性炭水化物�
（NFC）�

分解性蛋白（DIP）�非分解性蛋白（UIP）�
溶解性蛋白（SIP）�
有効蛋白（AP）�

結合蛋白�
（BP）�

細胞内容物（OCC）�

粗
脂
肪（
E
E
）�

デンプン� ヘミセル�
ロース�

ペクチン�糖類� セルロース�ADL�
（リグニン）�

ADF

Oa Ob

そ
の
他�

KMg
�

PCa
�
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小　西　宏　晃さん
恵　美さん

10月29日挙式

えふ・すうぃーるでも中核的な存在で、気配りの

良さと明るい性格の恵美さん。真面目でとても優し

いと評判の宏晃くんが10月に結婚しました。

宏晃くんは京都の出身。大学卒業後、上春別にて酪農実習を行い、そこで二人は知り合ったそうです。

「二人で力を合わせて、新しい人生を歩んでいきます」と話す二人。新居も構えて幸せ一杯の二人に今後

の活躍が大いに期待されます。

十
月
七
日
、
養
老
牛
の
あ
る
組
合
員
さ
ん
か
ら
「
大
至
急
写
真
に
撮
っ

て
く
だ
さ
い
。
桜
が
咲
い
て
い
る
！
」
と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
最
初

は
、
こ
の
時
期
だ
か
ら
初
雪
で
も
降
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
と
思
い
つ
つ
半

信
半
疑
で
養
老
牛
へ
と
向
か
っ
た
。
す
る
と
本
当
に
桜
は
咲
い
て
い
た
。

こ
の
桜
の
持
ち
主
は
佐
藤
広
光
さ
ん
「
た
ぶ
ん
強
風
で
葉
っ
ぱ
が
飛
ば
さ

れ
、暖
か
い
気
候
が
続
い
て
桜
も
勘
違
い
し
て
花
を
咲
か
せ
た
の
だ
ろ
う
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
期
に
桜
を
拝
見
し
た
の
は
初
め
て
で
す
。
佐
藤
さ
ん
の
お
宅
で

は
今
年
二
度
目
の
〝
花
見
〞
が
行
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
と
て
も
楽
し

み
で
す
。
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き
り
と
り
線�

きりとり線�

クロスワード�
パズル�

クロスワード�
パズル�

クロスワード�
パズル�

住　所�

氏　名�

ＴＥＬ�

答え�
A B C D

1

9 10 11

32

6 7 8

1615

12 13 14

17 18

2322

19 2120

4 5

A

B

D

C

cタテのキー
２　日本髪で少女の髪型のひと

つ
３　箱型の貨物自動車
４　早口で語るように歌う音楽
５　当たりもあれば外れもあり

ます
８　力がないこと
９　眠くても退屈しても出る
10 ウィーク○○○○
11 胸びれを使って海上を滑空

する魚
13 グループに加わること
16 首相ともいいます
17 収入よりも支出が多い状態
18 和歌などを書く厚い四角な

紙
19 ○○車は赤ちゃんのマイカ

ーかな
21 普通サイズの記号

aヨコのキー
１　地面を持ち上げる氷の柱
５　金太郎が乗馬の練習をした

と歌われる動物
６　各家に伝わるしるしの図形
７　頭髪が渦状に生えている部

分
９　気泡
10 乾燥した花や香料を詰めた

壷
12 鮮やかな赤色
14 一週間に７種類あります
15 自然現象を観察すること
17 甘いものが大好き
18 お汁粉にすこし入れると甘

さが増大
19 遠回り
20 もうけ
22 イタリア料理に使用される

香辛料
23 予防には歯磨きを

クロスワードパズル

¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを

さしあげます。なお、正解者多数の場合

は抽選とさせていただきます。

《応募方法》左下の点線の部分を事務所内　

（販売機横）の投書箱へ。または、企画　

課までＦＡＸ（78-2556）お願いします。

《締め切り》平成17年11月20日まで

当選者の発表は「けねべつ」12月号誌上

クロスワードパズル10月号の答え�

コロモガエ�
抽選の結果下記の方が当選いたしました。�

すてきなプレゼントを差し上げます。�

企画振興係でお受け取り下さい。�

佐々木酉昂さん　古川　美朗さん�
本田　晃太さん　工藤　克子さん�
加藤　純子さん　　　　　　　　　　�

あ
と
が
き

十
月
は
、
平
年
よ
り
暖
か
い
気
温
が
続
き
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
堆
肥
散
布
や
越
冬
の
準
備
な
ど
で
何
か
と
忙
し
い
毎
日
を
送
ら
れ
て
い
た
の
で

は
？
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

さ
て
、
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
二
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。
十
一
月
に
入
っ
て

か
ら
は
、
関
係
機
関
が
総
出
で
糞
尿
の
管
理
状
況
を
調
査
し
て
お
り
ま
す
。
現
在

も
調
査
は
続
い
て
い
ま
す
が
、
大
き
な
問
題
と
な
る
事
例
は
報
告
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
法
の
施
行
に
よ
り
何
か
と
厳
し
い
時
代
を
迎
え
、
堆
肥

の
取
り
扱
い
に
は
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
今
年
は
交
通
事
故
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
先
月
も
交
通
事
故

に
よ
り
貴
い
命
を
亡
く
し
ま
し
た
。
ご
家
族
皆
様
の
悲
し
み
は
計
り
知
れ
ず
、
悲

惨
な
事
故
を
回
避
す
る
た
め
に
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
運
転
を
徹
底
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
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〝ハイビスカス〟
先日、松本牧場（本別）で見事に咲いた

“ハイビスカス”を発見。この花も温かい地方

でしか咲かないものと思っていたが、この日

は20以上もの花を咲かせていた。「あまり伸び

ないように枝を切りたいが、新芽を見るとな

かなかできない」と話す久仁子さん。ハイビ

スカスへの愛着が伝わり、これからも沢山の

花を咲かせてくれることでしょう。

暖
か
い
秋
日
和
が
続
き
、
放
牧
さ
れ
て
い
る
乳
牛
も
の
ん
び
り
と

秋
の
日
差
し
を
浴
び
て
い
ま
す
が
、鼻
先
に
は
堆
肥
の
臭
い
を
感
じ
、

あ
ち
こ
ち
か
ら
今
時
特
有
の
風
物
臭
が
漂
っ
て
き
ま
す
。

さ
て
、
酪
農
情
報
等
で
も
流
れ
て
い
ま
す
が
、
牛
乳
・
乳
製
品
の

需
要
が
昨
年
に
引
き
続
き
芳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
今
年
度
に

於
い
て
は
飲
用
乳
の
消
費
が
大
き
く
減
退
し
、
余
乳
は
脱
粉
・
バ
タ

ー
に
加
工
さ
れ
、
一
層
の
過
剰
在
庫
に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
で
、
第
六
次
の
生
産
計
画
の
方
向
に
関
心
が
高
ま
っ
て
来

て
お
り
ま
す
が
、
近
年
の
府
県
に
よ
る
減
少
部
分
や
安
定
し
た
成
長

を
加
味
し
た
生
産
計
画
を
立
て
る
状
況
と
な
り
、
現
実
的
な
対
応
を

取
ら
ざ
る
を
得
な
い
環
境
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

先
般
の
道
酪
対
に
て
新
し
い
考
え
方
の
案
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
今
後
の
地
区
酪
対
役
員
会
、
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｊ
Ａ
に
よ
る
組
織

討
議
が
近
々
に
開
催
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
昭
和
六
十
一
年
以
来
、

二
十
年
ぶ
り
の
減
産
も
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
深
刻
な
状

況
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
生
産
者
の
方
も
今
後
の
酪
農
情
勢
に

注
視
し
て
頂
く
と
共
に
、
危
機
を
回
避
す
る
た
め
に
も
協
調
し
な
が

ら
自
ら
の
経
営
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
や
生
活
費
の
節
約
に
心
配
り
を
し
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
拡
大
に
も
一
層
の
御
協
力
、
御
配

慮
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

結
び
に
、
今
年
は
交
通
事
故
に
よ
り
三
名
の
貴
い
命
が
失
わ
れ
、

さ
ら
に
は
不
慮
の
事
故
も
相
次
ぎ
家
族
の
方
や
地
域
に
と
り
ま
し
て

も
悲
し
い
年
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
年
末
、
年
始
を

控
え
多
忙
を
極
め
ま
す
が
、
大
事
に
至
る
前
に
家
族
、
地
域
を
あ
げ

て
注
意
を
喚
起
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

纐
纈
　
成
喜


